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○ 衛星画像は、災害監視、資源探査、水稲の育成段階分類、樹種分布等様々な分野で
利用可能。

○ ＡＳＥＡＮを中心に途上国、新興国へ衛星画像ソリューションサービスも含めて提案して
いくことが重要。

（１３）衛星画像ソリューションビジネス

東日本大震災前後の比較東日本大震災前後の比較
鉱物資源の分布鉱物資源の分布

樹種分布樹種分布

樹種分布の現地調査結果 樹種分布の推定結果

水稲の育成段階分類図水稲の育成段階分類図
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○宇宙空間において太陽エネルギーをマイクロ波やレーザーに変換して地上へ伝送し、地
上において電力や水素に変換して利用する将来の新エネルギーシステム。

（１４）宇宙太陽光発電システム

宇宙太陽光発電システム宇宙太陽光発電システム

海底ケーブル

変電・送電

宇宙太陽発電システム
のイメージ（100万kW級）

宇宙太陽発電衛星
（約2㎞四方）

マイクロ波
（ﾚｰｻﾞｰ方式もある）

パイロット信号

地上受電アンテナ（直径4㎞）
（ﾚｰｻﾞｰ方式の場合は
太陽電池ﾊﾟﾈﾙで受光）

静止軌道
36,000㎞

昼夜・天候に左右されず発電
（太陽光利用率は地上の10倍）

マイクロ波型ＳＳＰＳのイメージ レーザー型ＳＳＰＳのイメージ
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○2011年7月の日・ASEAN外相会議において、人工衛星を活用した自然災害のリスクの
特定とモニタリングの実施による“ASEAN防災ネットワーク構築構想”を提案。

○11月の日ASEAN首脳会議の場でも、野田総理から本構想の取組を実施するとの説明。
ASEAN連結性強化に資する主要案件リスト「フラッグシップ・プロジェクト」の一つ。

○現在、ベトナムとの間で進めている我が国の人工衛星を活用した“災害モニタリングシ
ステム”をASEAN全体に拡大することにより、衛星による観測頻度が向上し、ASEAN 全
体の災害監視・防災対応に貢献すると同時に、インフラ・システム輸出にもつながる。

（１５） ＡＳＥＡＮ防災ネットワーク構想

 各国が保有する衛星を連携して運用することに
より高頻度な観測が可能。

 災害時には、被災状況の迅速な把握、平時に
はハザードマップの作成や農業、環境分野等で
も利用。

 ベトナムを始め、衛星保有を検討しているタイや
インドネシアとも衛星の連携運用について提案
し、地上設備を含めたインフラ・システム輸出の
促進につなげる。

 本構想を実現するため、インフラシステム調査
等を活用。

ＡＳＥＡＮ防災ネットワーク計画の概要ＡＳＥＡＮ防災ネットワーク計画の概要


